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アート散歩  小さな家をめぐる旅
2014年5月31日 川口市・さいたま市・行田市

のところ、さいたま市・埼玉県では、ちょっとした小屋
ブーム。いくつかの興味深い小さな建築が、新たに
造られたり、もともとあったものが改修されて公開が

はじまったり、別の場所から移ってきたりなど、それぞれの事情は
まったくことなるものの、注目を集めています。それらを、一日で連
続して体験することで、小さな建築のもつ魅力について考えてみま
せんか。」
　以上がこのアート散歩のチラシの案内文ですが、それに導かれ
て老若男女が川口駅に集合しました。中型バスに乗りこんで、まず
は原田紀子さんの家庭菜園の農場に建つ「茅葺き小屋」（川口
市）へ。作業着姿で出迎えた原田さんは、小屋の建設にかかわる
経緯を熱く語ってくださいました。三畳の土間に四畳半の板の間
という小規模の建物ですが、自然素材と伝統工法へのこだわりが
伝わってきました。
　次に、「旧高野家離座敷」（さいたま市緑区のさいたま市立浦和
くらしの博物館民家園分館）へ。幕末の蘭方医で教養人の高野隆
仙が建てた書斎です。逃亡中の師・高野長英をかくまったとされて
いますが、諸説あります。ただ、当時の主要道だった赤山街道に向
かって建っていて、情報ステーション的役割をもっていたようで
す。縁側がL字型になっていますが、三畳＋四畳半という規模は原
田さんの小屋と同じです。
　その次に訪ねた「ヒアシンスハウス」（さいたま市南区の別所沼
公園）は、SMFの活動のルーツにもあたる場所です。詩人で建築
家の立原道造の夢を、60余年の時を経て市民の力で実現させた
思索の空間。ベッドも造りつけられているので、立原が構想した個
人的空間を具体的にイメージすることができました。
　そして、SMFの本拠地、埼玉県立近代美術館のある北浦和公

「こ
園（さいたま市浦和区）に建つ「中銀カプセルタワー」の一室のモ
デルを見学。建築家・黒川紀章のメタボリズム理論を実現した実
験住宅といっていいでしょう。今回の散歩の中では、もっともコン
パクトな個人用空間です。
　そこからは「Tree House」（さいたま市浦和区）まで歩きまし
た。アトリエ・リング（永田博子+青山恭之）設計による、都市の
ニッチ（くぼみ、すきま）のような住宅です。実際に住んでいる奥さ
まからは貴重なお話をうかがうことができました。リビングルーム
は、平面的にはヒアシンスハウスに近い空間です。
　バスにもどり、一気に北上してものつくり大学（行田市）に建て
られた「カップマルタンの休暇小屋」へ。近代建築の巨匠ル・コル
ビュジェ設計の珠玉の空間を、ものつくり大学の先生と学生が再
現したものです。ここでは二手に分かれて交代で内部を体験し、実
際に現地での測量から復元設計、施工までを指導された同大学
の八代克彦さんと藤原成暁さんからご説明を受けました。
　天候にもめぐまれて、参加者のそれぞれが小さな家の空間を比
較しながら体験することができました。（参加：31人）

青山恭之（ＳＭＦ運営委員）

「小さな家プロジェクト」
解説パネル製作
「小さな家プロジェクト」の解説
パネル（A2サイズ、４枚）を制作
し、埼玉県立近代美術館や連携
館などに展示しました。全体の
解説はSMF代表の三浦清史
氏、ヒアシンスハウスは建築家の
津村泰範氏、中銀カプセルタ
ワーはSMFの青山恭之氏、カッ
プマルタンの休暇小屋の原寸レ
プリカはものつくり大学の八代
克彦氏にご執筆いただきました。

小さい家
　ぼくらの祖先は、まず衣服で寒さを凌ぎ、洞窟などで身を守り、次に屏風
や壁代で風を避け、床几などの調度で居処を工夫しました。その工夫が大
がかりになると住むための小屋が誕生します。だから小屋は住まいの出発
点です。
　足利時代、座敷の定法だった三間四方を四等分した四畳半を囲い茶を
点てたことが茶席の草創、すなわち唐物を飾りそれを愛でる書院の茶です。
　珠光、紹鷗と侘びを追求し利休に至り、四畳半から二畳へと凝縮された
濃密な草庵の空間が完成されるのですが、利休はその精神に則って唐物
を廃した代わりに、茶室そのものを茶道具類と同じように附加価値のある
唐物に仕立て、初めて空間を工芸品としたのだろうと思います。だからこそ

茶室は名のある茶碗同様、人手に渡りながら旅す
ることができたのです。草庵茶室は決して普段着の
住まいではありませんが小屋の範疇、日常を超えた
生活文化の到達点です。だから小屋は住まいの出
発点でありながら到達点にもなるのです。
　では「小屋」と「小さい家」はどう違うのか？
　資材が乏しい戦後、多くのモダニストたちが小住
宅をテーマに魅力的な作品を創りました。したがっ
て「小さい家」にはモダニズムの薫りを感じますが、
モダニズムには出来上がりが全てという古典的な
性格があるので、その魅力は番茶も出花の若い色
気に留まります。対して年月の中で熟成された「小
屋」には、どこかエロティックで悩ましい響きを憶え
るものではないでしょうか。

三浦清史（SMF運営委員）
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中銀カプセルタワー Tree House カップマルタンの休暇小屋
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ごあいさつ
　この事業は、入間市博物館、うらわ美術館、川越
市立美術館、川口市立アートギャラリー、埼玉県立
近代美術館の公立ミュージアム5館がゆるやかに
連携し、文化庁の支援を得て実行委員会制で実施
するものです。「あなたと どこでも アート 実行委員
会」という名前からもうかがえるように、これまでも
美術館内でのプログラムにとどまらず、公園や商店
街、文化財建築から廃工場、まちなかのアートス
ポットまで、さまざまな場所でアートの新たな楽し
み方を提案してきました。
　この事業の企画・運営を担っているのはＳＭＦ
（Saitama Muse Forum）の方がたです。埼玉県
立近代美術館のミッションに共鳴し、美術、音楽、
舞踊、建築、文学など、さまざまな分野で活動する
方がたが集い、「身近な場所でアートを享受し、支
援し、再創造するプラットフォームをめざします」を
旗印に、各ミュージアムのスタッフとともにこの事業
を支えています。「衣・食・住」など暮らしに身近な視
点でアートを捉え直そうという着想から、今年度は
「住む」に焦点を当て、「小さな家プロジェクト」と題
して埼玉県内各地で20を超えるさまざまな事業を
展開しました。
　黒川紀章の中銀カプセルタワーのカプセル・モ
デル、詩人立原道造の夢の週末別荘・ヒアシンスハ
ウス、巨匠ル・コルビュジェの終の棲家となったカッ
プ・マルタン休暇小屋の精密な復元など、県内には
きわめてユニークで貴重な「小さな家」があります。
こうした「小さな家」をめぐるアート散歩が今年度
のオープニングとなりました。
　埼玉県立近代美術館の企画展「戦後日本住宅
伝説」と時期をあわせて開催した「旅する小さな

家」コンペには全国から200点を超える応募があ
り、公開審査は立ち見の大盛況でした。さまざまな
制約をクリアして実際に制作された最優秀作品を
秋の別所沼公園でお披露目し、来場されたみなさ
んに内とも外ともつかない不思議な空間を体験し
ていただきました。美術、建築、音楽、ダンスなど
ジャンルを超えて「小さな家」を自由に解釈して展
開する多彩なアートプログラムが、連携ミュージア
ムを中心に県内各地で開催され、さまざまな世代
の方にお楽しみいただきました。
　インターネット上にアートのプラットフォームと
なる集合住宅「アート長屋」を構築しようという企
画も始動しています。また今年度の「住む」に続いて
「着る」、「食べる」など、次年度以降の展開を準備
するプログラムも実施しました。
　これまでの事業を通じてたくさんの出会いと交
流が生まれ、その周辺でさまざまな協働がはじまっ
ています。ミュージアムをキーステーションとしなが
らミュージアムに限定されない活動や、さまざまな
ジャンルを超えた協働がＳＭＦを母胎として生まれ
ています。それらを機動的に繋ぎ、どのように組織
化して美術館と地域連携の新たなモデルを構築す
るかが今後の課題といえましょう。
　この事業の趣旨を理解し貴重な機会を提供して
くださった文化庁をはじめ、惜しみないご協力をい
ただきました各ミュージアム、大学、団体各位、多く
のみなさま方に、心から感謝申し上げます。

平成27年3月
「あなたと どこでも アート」実行委員会

委員長　建畠　晢


